
様々な健康状態の効用値

効用値
(EQ5D3L)健康状態 報告年 報告者

完璧な健康

透析

在宅脳卒中

死

1.00

0.57

0.42

0.00

0.754

＃＃非代償性肝硬変 0.64

＃＃腹水有り 0.56
＃＃肝性脳症有り 0.47

＃B型肝炎非代償性肝硬変 0.722
＃C型肝炎非代償性肝硬変 0.671

厚生労働科学研究費補助金難病、がん等の疾患分野の医療の実現化研究事業
（肝炎関係研究分野）ウイルス性肝疾患に係る各種対策の医療経済評価に関す

る研究,平成23-25年度 総合研究報告書、
研究代表者 平尾智広、平成26（2014）年3月

＃我が国における患者調査等より得られた効用値
(EQ5D5L)＃＃文献調査から得られた効用値

非代償性肝硬変患者の効用値

新潟医療福祉大学,医療経済QOL研究センター
QOLデータベースより引用
http://cheqol.com/database/index.php

脳外傷入院時
脊髄損傷退院時

脊髄損傷入院時

0.62
0.63

脳外傷退院時 0.8

0.32頸椎損傷入院時

0.47頸椎損傷退院時

2008 横山修

2008 横山修

2014 A Katayama

2003 黒田晶子

2004 岡本隆嗣

2004 岡本隆嗣

2004 岡本隆嗣

2004 岡本隆嗣

視力0.1 0.66 ※測定方法が異なる
ため参考値 Brown MM

2009日本眼科医会

失明 0.26 ※測定方法が異なる
ため参考値 2001 Brown MM

肝臓機能障害の認定基準に関する検討会(第３回)
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